
一般社団法人日本内分泌学会 

東海支部規約 

(総則) 

第 1 条 本規約は一般社団法人日本内分泌学会(以下本学会)定款ならびにその細則を基調とし、東海支

部(以下本支部)に関する規定とする。 

第 2 条 本支部を一般社団法人日本内分泌学会東海支部と定める。 

第 3 条 本支部の事務局を本支部幹事会の指定する場所に置く。事務局は当支部における庶務および会

計全般を処理する。事務局に事務局長を置く。事務局長は支部評議員の中から支部会長が指名

し幹事会において承認する。 

(目的) 

第 4 条 本支部は東海地方における内分泌学に関する研究および診療の発展ならびに内分泌学について

広く啓蒙を行うことを主たる目的とする。 

(会員) 

第 5 条 本支部は東海地方(愛知、岐阜、静岡、三重の 4 県と定める)に在住する支部会員および賛助会

員により構成する。本支部会員は日本内分泌学会会員のうち、東海地方において勤務または在

住するもの全員により構成される。 

第 6 条 賛助会員は本支部の目的に賛同し、賛助会費を納入した個人又は団体とする。 

第 7 条 賛助会員の会費は本支部幹事会で立案し、支部評議員会、総会の承認を得る。 

(役員) 

第 8 条 本支部に以下の役員をおく。 

支部会長   1 名 

副支部会長  2 名 

幹事     12 名またはそれ以下 

監事     2 名 

支部評議員  下記の第 11 条に従う定員。 

(役員の選任) 

第 9 条 支部会長、副支部会長は幹事会で選出後、支部評議員会、総会の承認を得るものとする。 

第 10 条 幹事および監事は評議員による互選または支部会長の推薦によりそれぞれ選出される。 

第 11 条 支部評議員は本学会の評議員により構成される。 

(役員の職務) 

第 12 条 支部会長は本支部の業務を総括し、支部を代表する。 

第 13 条 副支部会長は支部長を補佐するものとする。 

第 14 条 本支部幹事会は支部会長、副支部会長、幹事、監事により構成する。 

第 15 条 支部評議員は支部評議員会を組織して、支部会長ならびに幹事会の諮問事項、その他本支部の

運営に関する事項を審議する。 

(役員の任期) 

第 16 条 支部会長の任期は 2 年とし再任は 1 回を限度とする。副支部会長、幹事および監事の任期は 2

年とし、いずれも再任可能とする。 

第 17 条 役員は満 65 才の誕生日を迎えた後の改選時を以て、任期満了とする。 

(支部幹事会、評議員会) 

第 18 条 支部幹事会・評議員会は支部会長が必要時随時招集する。幹事会および評議員会の決議は出席

委員の過半数による。 

 

(総会) 



第 19 条 総会は学術集会時に開催する。総会の議長は学術集会長が兼ねる。総会では支部幹事会、評議

員会の審議事項を審議・議決する。決議は出席会員の過半数により承認される。 

（会費の徴収） 

第 20 条 本支部学術集会参加費を支部会費に充てる。 

(学術集会) 

第 21 条 本支部学術集会の参会費は幹事会で定める。 

第 22 条 本支部の学術集会は年 1 回以上開催する。 

第 23 条 学術集会の会長の選出は幹事会において行う。 

第 24 条 学術集会の内容については原則的に会長に一任する。 

第 25 条 学術集会で発表するものは本学会員であることを原則とする。 

(経過措置) 

第 26 条 従来から各組織で運営されている種々の内分泌代謝関連の研究会を、一般社団法人日本内分泌

学会東海支部共催あるいは一般社団法人日本内分泌学会東海支部認定とし、過渡的に存続させ

る。共催あるいは認定については幹事会においてその申請を協議しその可否を決定する。将来

的にはこれらの研究会を可及的に整理・統合し、本支部の学術集会として再構成するよう幹事

会で調整する。 

(会計) 

第 27 条 本支部の運営には以下の資金をあてる。 

1．学術集会参加費 

2．賛助会費 

3．その他の収入 

第 28 条 監事 2 名を置き、年度会計は監事の監査を経た後に支部評議員会、総会に諮り、承認を得るも

のとする。 

第 29 条 会計年度は毎年 2 月 1 日に始まり、1 月 31 日に終了する 

本規約は 2000年 12 月 18 日より発効する。 

改正：2004 年 3 月 14 日 改正：2007 年 3 月 31 日 

改正：2008 年 2 月 23 日 改正：2013 年 4 月 18 日 

改正：2015 年 9 月 26 日 改正：2018 年 10 月 14 日 

 

 

日本内分泌学会東海支部 支部役員選出施行細則 
 

1．支部役員(支部評議員を除くもの)選挙は任期満了年度内に実施する。 

2．支部役員候補者は支部長の推薦または支部評議員 1 名以上の推薦により候補者リストに掲載する。 

3．上記の候補者を対象に支部評議員による選挙を行い、投票数の上位の者から役員定数分(17 名)を当選とす

る。 

4．役員候補者の公募期間および選挙の投票期間は各々２週間とし、当該年度の 7 月 31 日時点に在籍する評議員

が選挙権および被選挙権をもつ。投票は評議員の過半数により成立する。 

5．選挙に関する庶務は事務局が担当し、選挙日程等実施上の細部は支部長と協議の上決定する。開票は支部長

あるいは副支部長および支部長の指名した役員以外の評議員 2 名の合計 3 名の立ち会いにて行う。 

6. 支部会を構成する県に役員が一名もいない場合、支部長は必要に応じて当該県の日本内分泌学会支部評議員に

対しオブザーバーとして支部幹事会への陪席を要請することが出来る。オブザーバーは幹事会における議決権

は有しない。 

7．東海支部会に所属する県に大学病院本院もしくは医学部附属病院のある大学組織に役員会メンバーがいない場

合、支部長は必要に応じて当該大学に所属する日本内分泌学会支部評議員の中から代表委員を指名することが

出来る。また、支部長は代表委員に対しオブザーバーとして支部幹事会への陪席を要請することが出来る。オ



ブザーバーは幹事会における議決権は有しない。 

8．「内科、脳神経外科、泌尿器科、小児科、産婦人科」の 5 領域で東海支部役員が当該年度に指名されていない

場合、支部長は必要に応じて当該領域の日本内分泌学会支部評議員の中から代表委員を指名することが出来

る。5 領域以外の領域（外科・耳鼻咽喉科、基礎分野など）についても支部長は必要に応じて当該領域の日本

内分泌学会支部評議員の中から代表委員を指名することが出来る。また、支部長は指名された領域代表委員に

対しオブザーバーとして支部幹事会への陪席を要請することが出来る。オブザーバーは幹事会における議決権

は有しない。 

9．JES We Can メンバーより東海支部役員が当該年度に指名されていない場合、支部長は必要に応じて JES We Can

メンバーから代表委員を指名することが出来る。また、支部長は指名された JES We Can 代表委員に対しオブ

ザーバーとして支部幹事会への陪席を要請することが出来る。オブザーバーは幹事会における議決権は有しな

い。 

 

 

本細則は 2004年 4月 1 日より発効する。 

改正：2018 年 10 月 14 日 

改正：2024 年 11 月 1 日 

 




